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１
日
目
、
開
会
式
に
続
き
、
文

化
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
初
め
に
、書
道
部
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
部
が
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運

動
」
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
報
告

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
庭
科
部

の
着
付
け
の
後
、茶
華
道
部
の
生

け
花
で
は
、音
楽
に
合
わ
せ
て
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
お

こ
な
い
、
ス
テ
ー
ジ
に
彩
り
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
音
楽
の
授
業
選
択

者
。
１
年
生
・
３
年
生
そ
れ
ぞ
れ

が
、
授
業
で
練
習
し
て
き
た
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

６
月
１
５
日
・
１
６
日
に
、
神
崎

高
校
の
文
化
祭
で
あ
る
神
高
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
趣
向
を
変

え
て
、
体
育
館
に
生
徒
全
員
が
集
ま

っ
た
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

１
日
目
は
文
化
部
（
書
道
部
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
家
庭
科
部
、
茶
華

道
部
）
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
音
楽
選

択
者
に
よ
る
楽
器
演
奏
・
合
唱
の
発

表
が
あ
り
、
一
体
と
な
っ
た
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
  

２
日
目
は
、
吹
奏
楽
部
の
力
強

い
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
生
徒
会
の

ソ
ー
ラ
ン
節
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
各
ク
ラ
ス
が
力
を
入
れ
て
作

成
し
た
ド
ラ
マ
鑑
賞
に
は
じ
ま

り
、
生
徒
会
が
企
画
し
た
「
も
の

ま
ね
グ
ラ
ン
プ
リ
」「IP

P
O

N

グ

ラ
ン
プ
リ
」
と
盛
り
上
げ
、
会
場

を
大
い
に
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
仕
上
げ
は
、
当
日
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
（
か
ら
し
蓮

根
、
祇
園
）
を
吉
本
興
業
か
ら
お

迎
え
し
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。 

ラ
ス
ト
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
そ
の
練
習
の
成
果
を
し
っ

か
り
と
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
３
年
２
組
。
さ
す
が
最
上

級
生
だ
け
あ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
く
れ
ま

し
た
。 
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閉
会
式
で
は
各
種
受
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
短
歌
の

部
門
は
各
学
年
３
首
ず
つ
が
特

選
と
し
て
選
出
。
ク
ラ
ス
ド
ラ

マ
部
門
の
神
崎
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

は
３
年
１
組
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
表

紙
絵
部
門
は
安
達
好
さ
ん
（
２

年
２
組
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
部
門
で
は
３
年
２
組
が
優

勝
し
、
最
上
級
生
と
し
て
団
結

力
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

久
々
の
全
面
開
催
，
公
開
と

な
り
、
大
い
に
楽
し
め
た
２
日

間
で
し
た
。 

体
育
館
に
お
い
て
、
美
術
授
業

で
作
成
し
た
ア
ー
ト
、
書
道
部
・

書
道
授
業
の
作
品
、
家
庭
科
部
・

茶
華
道
部
な
ど
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
ま
た
、
国
語
科
で
は
、
全

校
生
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
込

め
て
書
い
た
、「
人
を
愛
す
る
歌
」

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
力
一
杯
完
成
さ
せ
た
作
品
は

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
、
見
る

人
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
昼
休
み
時
間
の
み
で
し

た
が
、
家
庭
科
部
や
茶
華
道
部
の

食
品
販
売
や
、P

T
A

の
飲
み
物

販
売
が
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。 

＜一粒万倍＞ ディスカバリー新聞第４９６号は、本校の文化祭である神高祭について掲載しています。６月１５

日（木）の午後から１６日（金）にかけて開催しました神高祭ですが、４年振りに来賓の皆様、全学年の保護者の

皆様にご観覧いただく形で実施することができました。そして、神高祭の内容もコロナ禍前に戻し、合唱コンクー

ルを復活させるなど工夫を凝らしたものとなりました。今年の神高祭は、展示、舞台発表等のすべてを体育館で行

い、生徒全員が参加できる形にした点が従来と大きく変わったところでした。また、生徒会企画として「ものまね

グランプリ」や「IPPONグランプリ」を開催し、生徒全員で盛り上げ、ともに楽しめる企画が多かったことが今年

の神高祭の特徴でもありました。それに加え、生徒支援部長企画として、吉本興業の漫才師２組をスペシャルゲス

トとしてお迎えし、会場は笑いの渦に巻き込まれました。クラス対抗の『合唱コンクール』は、どのクラスも昼休

みや放課後の時間を活用して一生懸命練習した成果が感じられ、レベルの高い大会だったと思います。今年の神高

祭のテーマ「Ａｍａｚｉｎｇ Ｈｅａｔｂｅａｔ（かつてない鼓動を）」どおり、生徒の笑顔がはじける素晴らし

い神高祭だったと思います。また、ＰＴＡ役員の皆様にも飲料水の販売でお世話になり、神高祭を盛り上げていた

だきました。感謝申し上げます。最後になりましたが、山名町長様、入江教育長様をはじめとするご来賓の皆様、

保護者の皆様、ご多用の中、本校の神高祭に足をお運びいただき、誠にありがとうございました。 

 

神崎高校

の HP は

コチラ 


